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 福地鶏は、平成 28 年に畜産試験場で開発された、たまごも肉もどちらもおいしい地鶏です。父親は、県内で半世紀以上育種され

てきた「ウエミチレッド」で、母親は純国産鶏種の「岡崎おうはん」です。畜産試験場では、福地鶏のヒナを卵から孵し、4 か月ほど育

ててから、県内養鶏農家へ供給しています。養鶏農家の経営向上のために飼養管理についての指導も行っています。 

 

      

 

たまご 

普通のたまごより黄身が大きく白身に弾力

があっておいしいです。 

福地鶏のたまごは平成 29年６月から県内の

直売所や量販店などで販売されています。 

  
肉 

ジューシーで地鶏らしい歯ごたえがあり、う

ま味たっぷりです。数量に限りがあるため福

地鶏推進協議会会員の料理店でのみ味わう

ことができます。 
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